
第１０回“夢ブック”読書感想画コンクール入賞作品 

『夢』いっぱい賞（最優秀賞） 

北野上小学校  船本 泰正（ふなもと たいせい）さん 

   

    

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【作者のコメント】 

 

 

 

絵本： ふしぎなかさやさん 

 ぼくは、ちょうちょと はなが すきだから このえを かきました。 

ぼくは、にじも すきです。 

  こんな かさが あったら かいたいです。 

 



『夢』どきどき賞（優秀賞） 

 

大野小学校  岡本 晄明（おかもと こうめい）さん 

    

【作者のコメント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中野上小学校  谷口 莉都（たにぐち りつ）さん 

  

  【作者のコメント】 

 

 

 

 

 

 

 

絵本「おまえたち、くっちゃうぞ～！」 

 

ベティばあちゃんが、つりのえさを た

べようとしたのをとめて やさしいなと 

おもいました。 

 このえは、「たべたらだめだよ」と おし

えてあげているところです。 

 

 

絵本「「どうぶつのわかっていることわか

っていないこと」 

 

どうぶつの 「もしかして」が きになっ

たので このえを かきました。 

ちきゅうには いっぱい 「もしかして」

が あるとおもうので わかっていないこと

を しっていきたいです。 



『夢』きらきら賞（奨励賞） 

  
巽小学校  幸田 英大（こうだ えいだい）さん 

  

          

             

  

   

  

 

【作者のコメント】 

 

 

 

 

 

 

日方小学校  津田 葵乃 （つだ あおの）さん 

   

  

  

  

 

 

  

【作者のコメント】 

 

絵本「ふしぎなかさやさん」 

 

いろんな かさがあって すごいなと おもいました。 

  ぼくは、もし うきわのえが かいてある かさがあったら いいなとおもったので 

このえを かきました。えのぐを つかえて うれしかったです。 

 

絵本「ふしぎなかさやさん」 

 

かさをひらくと いろいろなところへ 行けることが すごいなと思った。 

おかしのもようの かさがあったら たくさん おかしを食べれるから ほしいな

とおもいました。 

 


